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　金属加工のトレンドとしては、難削材の高能率加工
や自動化の流れの中での無人加工かつ長時間の加工な
どへの対応要求が高まっている。加工設備や刃物と同
様にツールホルダにも高能率加工を実現する剛性と、
加工品質および工具の寿命を向上させる精度が要求さ
れる。
　加えて、形状が複雑化している加工ワークに対して
は、工具を保持するツールホルダに干渉を回避する形
状を求める声も多い。そのため、ツールホルダの形状
はより小型、細身形状となり、振れ精度、加工剛性に
対しては不利な状況となる。そういった中で、ツール
ホルダのメーカーはさまざまな技術や工夫を盛り込み、
ニーズに対応するべくホルダ開発を進めている。
　そこで、本稿では当社が得意とする「ハイドロチャッ
ク」を取り上げ、その特徴と機能を踏まえてツールホ
ルダが加工精度や工具寿命へ与える影響について紹介
する。

ハイドロチャックとは
　ツールホルダは、マシニングセンタと刃物の間に介
在して刃物を把持するために必要不可欠なものである。
また、ただ刃物を把持すればよいだけでなく、加工剛
性や精度などの面で加工を成立させるための重要な要
素の一端を担っている。
　ツールホルダは形状的な工夫で剛性対策を施す一方
で、特徴のある工具保持機構をもたせることで刃物の
把握力、チャッキング精度などを向上させてきた。そ
の中の 1つである、油圧機構をもった「ハイドロチャッ
ク」は、六角レンチ 1本で操作でき、簡単に高精度で
安定したチャッキングを行うことができるホルダとし
て近年注目されており、幅広い分野で使用されてきて
いる。
　チャッキング精度は 4D先の振れ精度 3 μm以下を
確保し、繰返しチャッキング精度のばらつきは 1 μm
以下であり、安定した精度を実現する。また、流体を
使用した把持機構により、加工振動を抑制する効果も
特徴として挙げられる（図1）。
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刃具を保持するチャッキングスリーブ全体を高い油圧で支えているため、
防振効果が生まれる。
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無垢の金属塊なので、
切削時の振動が吸収されない。
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図 1　
ハイドロチャックの防振効果




